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平成 30年度の PBL申請プロジェクトは，以下の 22件であった． 
№ 代表者 副代表者 タイトル 分担者 
1 YAO CHUHAO 吉田 裕平 センチメント分析と機械学習を用いたレビュー信頼性に基づく分類システム 1 名 
2 功刀 剛 Chang Kai ＳＮＳによる「性格ターゲティング広告」システム 2 名 
3 飯田 英仁 丹治 遥 遠野昔話における方言音声キーワードのリアルタイム解説表示システム 4 名 
4 中田 恵史 野間 悠希 Wi-Fi プローブ要求による飲食店向け待ち時間予測システム 4 名 
5 安倍滉太郎 片岡 将大 DeeP Learning based Virtual YouTuber 4 名 
6 芹澤 龍生 ZHAO SINING 機械学習技術を用いた表情認識アプリケーション 1 名 
7 中野光太朗 DAS SUBHA JYOTI 留学生のための生活における問題解決と情報共有支援システム 0 名 
8 高田 真也 七尾 貴大 VR 空間におけるジェスチャ機能によるユーザの操作性向上 1 名 
9 平川 哲也 藤根 麻羽 映像作品中に出現した物品の特定・購入支援システム 1 名 
10 美崎 敦也 高橋 謙 オンラインひらがな手書き文字の特徴量を元にした独自のフォントを生成する手法の提案 2 名 
11 近藤 鯛貴 竹田 大将 低価格演算ボードを用いたタイルドディスプレイ構築に関する研究 3 名 
12 仲口 健 富樫 篤士 動画配信への利用を目的とした web カメラによる超お手軽モーションキャプチャの提案 1 名 
13 堤 周太 大山 慎也 インターネット生放送における放送者間コラボレーションシステムの提案 1 名 
14 坂本 拓 佐藤 楓 広告の分析・生成および物語・映像への展開 2 名 




16 渡辺 紀文 奥出 悠騎 携帯端末における返信文候補提示システムの実現 2 名 
17 伊藤 秀俊 菊池 大至 ロールプレイ・コンテンツ制作支援プラットフォーム「ＹＡＴＴＥ」 3 名 
18 谷口 雄大 野田遼太郎 ＶＲによる街の生活体験システムの自動生成 1 名 
19 箱石 文紀 水馬 拓哉 イベント等における販売活動の支援をおこなうシステムの開発 4 名 
20 三浦 望 倉本 諒太 車外映像を用いたＤｅｅｐ－ＣＮＮによる徘徊者検出システムの構築 2 名 
21 小笠原一樹 橋本 和幸 読書へのモチベーションを持続させるための支援システムの提案 4 名 
22 高島悠佑 阿部蕉他 購買履歴データ分析を通じたマーケティング支援手法の開発 1 名 
 




















平成 30年度の SPA実施報告書として，計 4課題が提出された． 
